
ばら通信ばら通信
社会福祉法人グリーンローズ

「ことば」の教室
オリブ園
インクル

〒010-1638　秋田市新屋表町8-5
☎018-828-7750 Fax018-828-8185

何かありましたら誰にでも連絡・相談　

2014.07.22発行

E-mail   olive@kodomo-sekai.com
ホームページ　http://www.kodomo-sekai.jp

裏面もありますよ！
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　運動ーチャレンジ運動教室を担当されていた京野孝喜先生が
亡くなりました。平成26年6月23日朝のことです。あまりに若い52才でした。
この2年間、子どもたちや保護者の方にはあまり分からなかったかもしれ
ませんが、過酷な闘病生活を続けながら仕事をされておりました。
　本当に残念でなりません。
　京野孝喜先生は、全日本の体操の選手として活躍された方です。
オリンピックには出られませんでしたが、オリンピック予選を闘った
選手でした。その後、カワイ体操教室の先生としてルーテル愛児幼稚園に
来られ、ルーテル愛児幼稚園、グリーンローズの創設者である片桐格先生に見込まれ、ルーテル愛児
幼稚園に勤めるようになりました。スポート教室や、運動会でのアトラクション等で、子どもたちや
保護者の方々をびっくりさせてくれました。
　その後、所沢にあるスポーツリハ（ビリテーション）を2年間学び、オリブ園に異動となり、わんぱく
運動教室、チャレンジ運動教室等、子どもたちに楽しい運動を届けてくれました。チャレンジ運動教室
の時など、子どもたちの動きにハラハラするのですが、京野先生はニコニコ見ていているのです。不思議
と子どもたちは落ちたりケガしたりしないので、運動をやってきた目で、子どもたちの危険度合いなどを
しっかり把握しているのだなと思わされました。その笑顔は、多くの子どもたちと保護者の方の心に残り、
京野先生は生き続けていくのだと思います。仕事の傍ら、秋田市の子どもたちの体操のレベルアップにも
大きく貢献しました。そうした子どもたち中でも生き続けていくに違いありません。葬儀の際に、準備した
会場がけっこう広かったのですが、全く足りず、急遽会場をさらに大きく広げなければなりませんでした。
目に見える世界よりもはるかに多くの世界にその足跡を残したからではないでしょうか。
　一方、あまり言葉には出しませんでしたが、家族思いであることを強く感じさせてくれました。病気が
分かってから、あまり効かないと知っていた過酷な治療を、あえて受けたのは、なんとか家族をもう少し
見守りたいという願いだったと思います。
　この2年間で、体力の衰弱など、自分でよく分かっておりながら、なんとか仕事を続けたい、という思いは
伝わってきました。本当に残念です。しかし、最後の自分をしっかり見つめ、身のまわりはことごとくきれい
に片づけておりました。無念さや残念さは強くありながら、受け入れて逝かれたのではと思っています。　
　ご家族がこれから元気に過ごされるのを見守り、そして安らかにと願わないではいられません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリブ園　施設長　後藤進
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トランポリンにおけるセラピーとしての可能性（抄録）
キーワード：トランポリン、セラピー
　　　　　　　　　　1期　RS9105　京野　孝喜
幼い噴から目にしていたトランポリンは、大人から子どもまで幅広く活用されていた
記憶があった。いろいろな運動施設や地域センター等で多く利用されていたトランポリン
は、倉庫等の片隅に置かれているケースが多く見られた。そこで今回、トランポリンという
特性を生かし運動的・訓練的な場面で上手く活用できないだろうかに着目した。
　元来トランポリンは、自分自身で跳んだりダイナミックなイメージがある。しかし、トラ
ンポリンの特徴を指導者側からの働きかけにより「揺らす」、「跳ばす」ことができる。
これによっていろいろな対象に合わせ
行えることがわかった。トランポリンと
いってもろいろな大きさのものがあるが、
特に有効なのが、競技用として使用され
ているレギュラータイプであった。
ベッド上が広いという特徴があり、対象
者が安心してリラックスできるからで
ある。ベッドが広いと個々に行うケース
と数人で行うケースでも上手く活用で
きる。例えば数人で行う場合、人間関係
（他者との関わり）が難しい人では、
身体と身体の触れ合いから他者との
関係が深まる。そして人とのやりとりの
中で、協力し合う心が養える。また、全く
身体の自由がきかない児・者に対しても、「
「快」の感覚を与え、肥満児・者で負荷
がかかる人に対してもトランポリンは、
有効であるといえる。
今後も継続し、精密さを上げていきたいと思っている。

家族の手記

　国では、平成26年2月から児童発達支援の「在り方検討会」が
開催されてきました。
平成26年7月16日に
｢報告書」～「発達支援」が必要な子どもの支援はどうあるべきか～
が出されました。以下にそのURLを記します。
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000050945.html
興味のある方はぜひ見ていただきたいと思います。




